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第４回 二宮町地域福祉計画策定検討会 議事録 

 

１．期日  令和５年２月２１日(火)               開会 14 時 00 分 

                                   閉会 14 時 48 分 

２．場所  二宮町町民センター ３A クラブ室 

 

３．出席者 井上委員、和田委員、橘川委員、佐藤委員、依田委員、富岡委員、三枝委員、 

     （欠席者） 遠藤委員、足立委員、藤原委員 

     〈事務局〉 

         町：松本健康福祉部長、和田福祉保険課長、配島福祉・障がい者支援班長、杉谷 

社協：西山（事務局長）、石塚（事務局係長） 

 

      傍聴人：なし 

 

 

1. 開会  

事務局：（手話通訳あり、資料の確認） 

 

2. 座長あいさつ 

座 長：  本日は第４回目の検討会となる。これまで３回にわたり皆様から活発な意見を頂き、

中身のある計画ができたと思う。本日が最後の検討会になり、前回の検討会からの修

正や庁内の意見、パブリックコメントの意見が反映されたものになっている。本日は計

画の確認がメインとなるが、お気づきの点があった際には忌憚のない意見を出してい

ただきたい。それでは、まず事務局より１月４日から２月３日に行われたパブリックコメン

トの報告をお願いしたい。 

 

3. 議題 

（１）パブリックコメントの報告 

事務局：  ２名の方からご意見を頂いた。 

          意見を踏まえ、Ｐ35「福祉人材の育成」中、「手話通訳者等の養成研修会を実施す

るとともに、研修会の受講者が、将来町内で手話通訳者として活躍できるよう体制を

整備します。」を「手話通訳者養成講習会等を実施し、多くの方が参加することで、手

話や要約筆記を用いたコミュニケーションが地域の中で可能となるよう取り組みます。」

に変更した。 

座  長：  意外と少なかったという感想を持った。何か質問や意見はないか？ 
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福祉の計画とは直接関係はないが、次期地区長を決めたり、民生委員選出はどうした

らよいかという話し合いをした時、答えは出なかった。基本的に自治を担う地域住民が

少なくなったと感じた。 

 

（２）計画の変更点について 

事務局：   修正箇所一覧表に基づき説明。  

委  員：   全体的に文言は良くなっている。地域の人材、特に若い人の参加が少なく、将来、

大きな課題になると思う。これは要望だが、計画の目標達成を後押しするシステムが

あると将来希望が見えてくる。世代による価値観の違いはなかなか解決できない。地

域の問題を地域で解決するために、行政や社協が考え方の手助け、予算的支援の

体制ができるといい。計画の中に書くわけにはいかないが、計画の裏付けが出来てき

て、実績を評価できるとよい。 

事務局：   計画は作っただけでなく、どう実行するかが大事。地域のことは地域だけでは無理

だと思うので、町も社協も一緒に考え、計画にあることを進める考えを持っている。 

座  長：   町民の皆さんに浸透する難しさがある。 

委  員：   PDCA をいかに回すかが重要となってくる。進捗状況の確認は、担当課だけでなく

町民などによる第三者的評価があってもいいと感じた。７ページの修正で横断的とあ

る。本来ならここで行政と町民のコミュニケーション、横の繋がりは町民が担うべき。計

画自体は分かりやすいと思うので、それを町民がどう理解していくかが大事となる。 

事務局：   外部評価を入れるのは今の状態では難しい。内部評価となるが、担当課で毎年進

捗評価をする中で、福祉保険課が介入、セルフに近い状態だがチェックはさせていた

だきたい。評価しきれないものは、外部等の意見を聞く機会を設けたいと考える。 

座  長：   色々な観点から評価することは大切なのでよろしくお願いしたい。 

 

（３）その他 

事務局：   今後のスケジュールは、２月中にパブリックコメントの回答をホームページに掲載す

る。地域福祉計画は３月に政策会議を経て成立となる。社会福祉協議会の地域福祉

活動計画は理事会を経て成立となる。製本された計画は３月下旬に納品となるため、

委員の皆様には郵送等でお送りする。 

座  長：   社協の理事会は３月７日でよいか。 

事務局：   ３月７日火曜日。 

委  員：   質問だが、ろう者、視覚障がい者、肢体不自由者の他に二宮町には盲ろう者がい

るかどうか聞きたい。 

事務局：   肢体不自由な状態ならばあり得るが、現時点では把握してる方はいない。 

委  員：  閉じこもってしまうと盲ろう者は困るので、引きこもりにならないようにしていただきた

い。私は身体障害者協会の会長をしているので、盲ろう者がいれば交流したい。情

報があれば関わっていけるので、情報をいただきたい。 

事務局：  情報があれば提供したい。 
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4. 閉会 

座  長：  議題は終了。ありがとうございました。 

事務局：   計画を立てるのに色々な意見を頂き、計画の中に落とし込むことで案が確定した。

これをどう実行、評価していくか、その先に繋げていくか。町、社会福祉協議会として

しっかり取り組んでいきたい。委員の皆様には計画に関わりのある方にメンバーにな

っていただいているので、是非、進めるにあたっても、ご協力、ご理解、ご意見があれ

ばいただいて、より良い町づくり、福祉推進に努めていきたい。皆様、ありがとうござ

いました。 

 


